
⿅児島県⼤崎町
サーキュラービレッジへの挑戦
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本⽇の問い

⾏政・住⺠・企業は、何の基準で未来を選ぶのか。

⼤崎町SDGs推進協議会はどう機能しているのか

これから私達はどんな時代に⽣きているのか

実体験：⼤崎町に⾏くと何が起こるのか
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⼤崎町ヴィジョンMAP

ビジュアルで
表現したことで
やることが
具体化した。
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⼤崎町

当時は3種類
現在は27種類
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家庭 27分別 ⼀般ごみ
(週1回)

⽣ごみ草⽊
(週3回)

資源ごみ
(⽉1回)

埋⽴
処分場

有機⼯場

そお
リサイクル
センター

埋⽴
（最終処分）

堆肥化
（完熟堆肥にリ
サイクル）

中間処理
（検品・再分別）

⼩売店・
通販・他

⼤崎町内

⼤崎町資源循環概念図
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⼤崎町外

⼤崎町外
で再利⽤
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取り扱い関係者限



⼤崎町

取り扱い関係者限



取り扱い関係者限



企業との連携
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⼤崎町
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リサイクルの町から、
世界の未来をつくる町へ⽣まれてきた視点

サーキュラー・エコノミーを意識したとき、
⼤崎町で出来ていることは消費と分別だけだった。

⼤崎町の⽣活をもっと便利にすること。
⼤崎町の外にこのシステムを広げること。

もっと上流の企業と⼀緒になって
循環の仕組みを作る必要がある。
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